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平成31年３月橋本市議会定例会会議録（第２号）その４ 

平成31年３月４日（月） 

                                           

○議長（岡 弘悟君）次に、順番３、11番 田

中君。 

 11番 田中君。 

〔11番（田中博晃君）登壇〕 

○11番（田中博晃君）おはようございます。 

 午前中最後の一般質問になるかと思います。

私も10番議員と同じく、奇遇にも32回目の一

般質問となります。 

 それでは、通告に従い一般質問を行います。 

 まず、１項目め、こども食堂の今後の展開

についてということで、恐らく近い将来、こ

ども食堂が形態が変わって、地域で運営する

地域食堂、一部ではもう地域食堂として運営

されている地域もありますけれども、そのよ

うになっていくのではないかという中での質

問となります。 

 本市のこども食堂は、子どもたちの居場所

づくりや世代間交流の場として必要不可欠と

なっている。新年度での予算化をはじめ、ク

ラウドファンディングによる資金調達やフー

ドバンク等により、さらなる充実が期待でき

る。反面、設置できていない地域にどのよう

に広めていくかが課題であると考える。 

 そこで、本市は今後、こども食堂について

どのような方向性で考えているのかを問う。 

 次に、２項目めです。こちら通学路につい

てなんですけれども、橋本市、学校施設もそ

うですし、通学路も先生方も全てセットで、

公平で安心して通える学校じゃないのかなと

いうことで、この質問をします。 

 例えば校舎やったら、校舎に不備があった

場合、早急に修繕も考えらなあかん。例えば、

うち、高野口中学校なんかでは、体育館の雨

もり、以前から指摘しています。今週末、卒

業式があるんですけれども、どうなるんやろ

うかという声、保護者からの声が上がってい

るのも事実です。 

 また、先生方が一番しんどい目をされてい

るかもしれないんですけれども、一部の保護

者から理不尽な要求、これ教育委員会等にも

あるかもしれないんですけれども、橋本市は

こんなことないでしょうけども、原因の究明

や根本的な解決を図らんと、結果的にその先

生を異動させて終わらせるような消極的な解

決をしていないかというのも気になっていま

す。 

 こと通学路に関しても、公平に安心して学

べる学校に行くために、安心して通える道と

して橋本市が最大限の対応を行っているのか。

そんな趣旨のもとの質問です。 

 通学路安全点検は教育委員会や各学校、地

域などが中心となって行い、危険箇所の改善

が進んでいます。しかしながら、本市の通学

路危険箇所はまだまだ多く、学校や保護者、

地域から改善の要求が多数あるのも事実です。 

 また、実際に改善しようにも優先順位や予

算の問題があり、手つかずの場所も多数あり

ます。毎年、痛ましい事故の話を聞く中で、

本市でも危険箇所の早期発見、早期改修が必

要であると考え、以下の質問を行います。 

 まず、①平成26年度に１回目を、その後、

２年おきに安全点検を行っているが、危険箇

所の認識数と改善の完了数は。 

 ②手つかずの数と、その場所の対策、対応

について。 

 ③市道田原名古曽１号線は、歩道と反対側

に街灯があることや歩道側の山の斜面から木

がせり出しているなど、その道路の形状から、

以前より私は危険性を指摘しています。また、

毎年のように不審者の出没があります。 
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 教育委員会及び道路管理者はその危険具合

を認識しているのか。認識しているのならば、

その改善策は。 

 ④向島伏原線のイチョウ並木の落ち葉で自

転車のタイヤが滑りやすいと聞いている。ま

た、近隣家屋のといが詰まる、玄関にイチョ

ウの葉がたまり、掃除が大変等の苦情も出て

いる。この箇所の危険度の認識についてどの

ように考えているのかをお伺いいたします。 

 以上で壇上からの質問を終わります。明確

な答弁をお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）11番、田中君の質問項

目１、こども食堂の今後の展開についての答

弁を求めます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（上田力也君）登壇〕 

○総合政策部長（上田力也君）こども食堂の

今後の展開についてお答えいたします。 

 現在、市民の皆さまによって運営されてい

るこども食堂は３箇所あり、それぞれが食支

援だけでなく、交流の場としての役割を担っ

てくれています。 

 ７人に１人と言われる子どもの貧困は見え

ない貧困と言われていますが、将来のある子

どもたちが、見えないがゆえに気づかれず、

自信や夢、希望を奪われることのないよう、

公・民が一丸となって子どもを見守り、気に

かけ、かかわってくれるセーフティネットを

広げ、子どもたち、保護者が安心して集える

居場所を増やすことが必要です。 

 現在、こども食堂は地域の新たな居場所に

なっています。市として、今後、市内各地に

こども食堂の開設が進むよう、必要な支援に

取り組んでまいります。 

 現在、市は、橋本こども食堂実施団体認定

要綱により、調理施設を有する12箇所の公共

施設をこども食堂として利用する場合、使用

料の免除を行っていますが、開設している三

つのこども食堂のうち公共施設の利用は１箇

所にとどまっており、残りの２箇所について

は、事業者の事情や利便性により、この支援

を利用していません。 

 市としての今後の支援策としましては、今

年度行ったガバメントクラウドファンディン

グによる寄附金を活用し、実施団体へ支援が

届くよう、新たに橋本こども食堂支援補助金

交付要綱を制定し、平成31年度当初から今後

３年間の制度として、設備経費、運営経費の

一部補助をしていきたいと考えています。こ

れにより、調理場の改修や備品の購入、食中

毒等への対応をするための傷害保険加入の費

用補助が可能となります。 

 こども食堂開設のハードルを下げるために

は、このほかにも、農業生産者や企業に食材

等の寄附をいただき、管理し、各こども食堂

に配分するフードバンクの仕組みなども有効

な方策であると考えています。 

 こども食堂が開始され、わずか１年余りで

すが、この間にこども食堂は、食の提供から、

学習や体験活動、学生ボランティアによる交

流を含めた居場所になってきました。また、

高齢者を含めた居場所になっているこども食

堂があるほか、夕食に限らず「あさ食」を始

めているところもあり、実施団体も、民間グ

ループ、ＮＰＯ、自治会と多様です。これか

らもその地域にふさわしい取り組みにより、

豊かな発想でこども食堂が展開されるものと

期待します。 

 市としては、地域の皆さまに、現在、子ど

もや保護者が置かれている現実や課題をお伝

えするための、はしっ子えがお講座を開催し

たり、こども食堂等、子ども支援にかかわる

方々や団体、また、行政も交えた子ども支援

円卓会議を定期的に開催し、こども食堂の内

容充実、開設への思いをふくらませていただ

くよう努めてまいります。 
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○議長（岡 弘悟君）11番 田中君、再質問

ありますか。 

 11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。 

 先ほど答弁いただいた中で、新たに橋本こ

ども食堂支援補助金交付要綱というのを制定

するということがあったんですけれども、こ

この部分で、予算に係る部分ではないところ

なんですけれども、この要綱の中で、補助金

をもらえる団体というのか、これからこうい

うことを、こども食堂なのか地域食堂なのか

わからないですけれども、やっていこうとい

う中で、例えば何年以上やることを目標にせ

な補助金は渡せませんよというような期限的

なもの、期間的なものが描かれているのかど

うかについてお伺いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）予定していま

す新たな補助、支援をするための要綱の内容

ですけども、対象としているのは橋本市こど

も食堂実施団体認定要綱というのを、これは

もう既に制定済みなんですけども、引き続き

１年以上こども食堂を開設する見込みがある

ことというのが大きな前提です。 

 その中で細部については、例えば月１回以

上開設するであるとか、あるいは５世帯以上

の方に提供している、そういうような条件と

しております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）これは新たな補助金な

んですけれども、例えば、過去に県からの補

助金なりをもらっていない団体、今、活動さ

れている団体であった場合、これを通じて新

たに備品とかの購入にも充てたいんやという

ような話があった場合、これは、今まで使っ

ている使っていないというのはあるかもしれ

ないんですけれども、そのあたりは使えるも

のなんですか。それとも、もうこれは完全に

新規だけになるものなんでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）新たな要綱で

考えていますのが、設備補助ともう一つが運

営補助という、この二つに分かれるんですけ

ども、設備補助については、県のほうでも一

部補助要綱というのがございまして、それに

申請していただいて、その補助を受けていた

だいたという方に対してその補助裏を補填す

るという、そういうふうな制度なんですけど

も、これ施行期限というのがこの平成31年４

月１日というふうに考えておりますので、過

去に設置したところについてはこの対象には

入らないというふうに考えております。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長、運営補

助に関しても入らないということで、理解で

よろしいんですね。どちらも入らないという

ことで。 

○総合政策部長（上田力也君）運営補助につ

きましては、橋本市のこども食堂認定団体と

認定されているところについては補助の対象

になります。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）了解です。ありがとう

ございます。ぜひやっぱりこういうところは、

既存の団体も今、三つ活動されていますので、

そこにも同じように何らかの補助金が使えた

らなということで質問しましたけども、運営

補助についてはやっていただけるということ

なので、ありがたいと思います。 

 次に、先ほども壇上でも言うたんですけど

も、近い将来、地域全体でそういうこども食

堂とかを運営していくことになる可能性もあ

る中で、現在、地域ふれあいサロンという形

で補助金が出ております。例えばその中に、

それが先に団体としてあって、その中に地域

食堂というような形としてこども食堂のよう
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なもの、地域食堂ができていった場合、地域

ふれあいサロンの補助金で団体が立ち上がる、

今から立ち上がったとして、その中でこども

食堂支援補助金も対象になるのかどうか。 

 私は、きちんとした対応ができるのであれ

ば、両方やってあげたほうが地域のためにな

る、橋本市のためになるというふうに考えて

おるんですけども、そうなった場合に役所内

でのルールづくりや線引きが必要だと思うん

ですけれども、そのあたりはどのようにお考

えでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）私どもも、重

複して補助をするというのは、これは難しい

と思うんですけども、今の地域ふれあいサロ

ンというお話、いわゆる高齢者対策と、その

部分とこども食堂の部分というのはあまり重

複するところがないのかなと。 

 ただ、そういった中で、例えば保険代の補

助であるとかそういったところが重複すると

いうのは、これはちょっと難しいんですけど

も、できるだけ子どもの支援という形で補助

できるような形で検討はしていきたいと、こ

のように思っていますし、また、福祉部門と

もこの辺は調整をしていきたいと、このよう

に考えております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）よろしくお願いします。 

 実際、地域ふれあいサロンでもう活動され

ている団体が、もちろん、子どもだけじゃな

くて地域の居場所づくりの一環として地域食

堂的なものを立ち上げた場合に、両方かかっ

てくるのかなと。ただ、担当課の中で意見の

食い違いがあってはいけないと思ってこの質

問をしたので、今、総合政策部長がきっちり

とその辺のルールづくり、調整もやっていた

だけるということなので、こちらについては

これでとどめます。 

 続いて、こども食堂の認知度というところ

で、ちょっと教育委員会にお伺いしたいんで

すけれども、実際、こども食堂というこの事

業自体が始まってまだ１年と少ししかたって

いない中で、例えば、学校の先生方の中でそ

ういう評価とかってあるのかなと。期間が短

いので、まだないかもしれへんし、もっと言

うたら、こども食堂のあるところ、ないとこ

ろってあるので、その辺の温度差があるのは

いたし方ないんですけれども、そのようなと

ころで情報とかが入っていたら、なかったら

なかったで結構なんですけれども、いかがで

しょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）お答えします。 

 期間的にまだ短くて、いわゆる根を張った

状態ではありません。個々の教員でよく知っ

ている者もおりますし、個別にかなり差はあ

ると思っています。 

 今後、そういう形で教職員に認知されてい

くであろうと。取り組みとともに。そういう

ふうに考えています。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）私もいろいろ調べてい

く中で、実は思いのほか認知度が低いんです

よね。これ事前にレクの段階でも室長ともお

話しておったんですけれども、学校の先生方

もあまり知らない。こういう活動をやってい

ることを、橋本市の学校の先生方もあまり知

らないというところもあるんです。というこ

とは、今後、様々な地域に広げていくにつけ

て、今回の広報でも子どもの貧困というよう

な名目で打ち出してはいただいておるんです

けれども、今後どのようにこのこども食堂、

もしくは将来、地域食堂になるかもしれない

んですけれども、どのような形で周知、広報

というんですか、やっていくのかというのが、

市民の方に知っていただかないと次の１歩目
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が出ないと思うんですけれども、そのあたり

はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）まず、やっぱ

り大事なことは、２年前に橋本市の子どもの

生活に関する実態調査というのを行いました。

その中で、橋本市の相対貧困率というんです

けども、全国平均に比べてやや高い状況であ

った。子どもの経済的な貧困の実態というの

は、私もいろんな人から聞きますけども、ま

さか自分の住んでいる周辺にはなかなかそう

いった方はいないよと、どうしてこども食堂

が必要なんだと、そういう話も聞いたりもい

たします。 

 私どもとしては、やはりそういった実態調

査に基づく啓発、これをやっぱりまずはこれ

からの軸にしていくべきかなということで、

先ほど壇上でも申し上げましたけども、はし

っ子えがお講座ということで、これが先ほど

の実態調査に基づいて、今の子どもや保護者

の状況でありますとか、抱えている課題であ

るとか、そういったところを市民の方々に啓

発していく講座でございますので、そういっ

た機会を通じて、そしてまた、今回の広報３

月号でもＰＲしましたけども、こういうふう

に橋本市もこども食堂があるという、こうい

うふうな実態を、いろんな場所で知っていた

だくような広報と啓発に努めていきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）実際やっぱり、今後、

規模の大小はあるにしても、いろんな地域に

この制度、このようなものがある。もっと言

うたら、ほんまに、さっき補助金のところで

も言いましたけれども、地域全体として地域

食堂として運営していくとなった場合には、

地域の力って絶対必要になってきます。 

 実際、私も過去にこの質問をしたときに、

ほんまにご飯食べられへん子どもとかおるん

かいとか、子どもの居場所ない子っておるん

かいと聞かれたこともあるんですけども、ど

うしても表に見えにくい問題ですけれども、

実際、調査をしてみたら全国平均より高いと

いうのが事実なんですよね。 

 ここらについては、今、こども食堂という

形ではいろんなことで周知していっていただ

いておるんですけども、もっと全市的に見た

中で、こんなんも必要、あんなんも必要、地

域としてもこういう課題、子どもがそういう

こともある。でも、もしかしたら子どもだけ

じゃなくて、地域の独居老人の方も実はまだ

手伝えることもあるかもしれへんし、もっと

言うたら、逆に居場所としてそういうところ

が欲しいという話も出てくるかもしれないの

で、こども食堂というのも一つですし、もっ

と大きな目での周知もやっていただきたいと

思っておりますので、お願いします。 

 実際、知っている方も多いと思うんですけ

れども、大手コンビニなんかでも、今、関東

圏中心ですけれども、お弁当を配布するとい

うのも始まってきています。その内容どうこ

うじゃなくて、もしかしたら近い将来、橋本

市でもそういうようなことも始まるかもしれ

ない。これもまた、市民に知っていただける

きっかけになるのかなというふうにも思って

おります。 

 次に、先ほどクラウドファンディングの話

をいただいたんですけれども、例えばふるさ

と納税なんかでも、メニューの中で、みんな

で子どもを育てるまちづくりプロジェクトと

いうのもありますけれども、そんな中でも将

来、これはふるさと納税はこういうところに

使ってほしいというので、恐らく担当課の腹

一つというたら言い方おかしいですけれども、

使い方って様々決めれると思うんですよね。 

 クラウドファンディングはどこかでもしか
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したらとまることが来るかもしれない。でも、

ふるさと納税は形を変えても続いていくであ

ろうというところから、ふるさと納税の部分

でも将来、そこに予算を補充していけないか

というような気もしておるんですけれども、

そのあたりはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）ふるさと納税

の話が出ましたけども、昨年、条例改正しま

して、たしか三つ目に、みんなで子どもを育

てるまちづくりプロジェクトというのがあっ

て、その中に子どもの健全な育成というのを

うたってあるわけでありまして、ですから、

その中でこのこども食堂なり、こども食堂と

いうことではなくて地域食堂として支援をし

ていくということは、その納税の中からは可

能であろうというふうに思っております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）二つ目に安心して住み

続けるまちづくりプロジェクトも、もしかし

たら地域食堂という部分ではかかってくるか

もしれへんし、三つ目が子どもの部分でもか

かわってくるということで、地域にとってや

っぱりそういうのが、これもまた一つのＰＲ

の一つになると思うので、そのあたりも恐ら

く担当課の考え方で予算の振り分けはできて

いくと思いますので、ここにはまっているの

であればできていくと思うので、そのあたり

はよろしくお願いいたします。 

 もう１個お伺いしたいのが、公共施設がな

い地域ですとか、対象人数が10人程度、先ほ

ど５人以上であれば要綱の部分にかかわって

くるんですけども、小規模運営を考えている

団体も将来出てくるかもしれないという中で、

公共施設の場合は施設補助という形で光熱費

は取らない、使用料も要らないという形をと

っております。 

 ただ、今後、ほんま、どのような形のもの

が上がってくるか、どんな提案が来るかわか

らない中で、可能不可能は別として、体制づ

くり、例えば場合によったら、この地域は公

共施設がないから、市の施設とちゃうけども

この空き家を借り上げて、やりたいんやった

らやれへんかとかということも出てくるかも

しれないと思うんです。 

 そのときの体制づくりのために、そこに対

する補助というのか、公共施設やったら光熱

水費や使用料の補助とありますけれども、今、

橋本市で三つ団体がこども食堂を運営してい

て、一つが公共施設を使っていて、残り二つ

は使っていないというのはわかっておるんで

すけども、今後出てきたときのために、きち

んと答えられるようなシステムづくりという

のか、そういうのも必要になってくるんじゃ

ないかと思うんですけれども、そのあたり、

今後考えていき方、今はまだ三つしかない、

１年足らずということなので、情報的には少

ないかもしれないんですけれども、そのあた

りはどのようにお考えですか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）確かに、現在、

公共施設の使用料を免除しているところが12

箇所ということで、基本的に公民館を中心に、

あと４施設があるというところで、ただ、実

態として３団体のうち１団体しか使っていな

いというような実態がございます。 

 今後、将来的にはやはり、できたら歩いて

行けるような距離に本来こども食堂があるの

が望ましいというふうに考えます。そうなっ

てくると、一つの規模というのが必然的に小

さくなってくるのかなと。逆に言えば、実施

者の負担というのもある程度は下がってくる

のかなと。ただ、その分、実施する場所、こ

れが必要になってくるということです。 

 近くに公共施設があるところもあれば、そ

うでないところもあると思うんですけれども、
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公共施設、今は調理器具のあるところ、これ

を使用料を免除するということなんですけど

も、今後いろんなケースというのが出てくる

と思います。先ほど議員もおっしゃられてい

る、いわゆる子どもから高齢者までといいま

すか、地域包括ケアの中で実施するところと

いうのも出てくると思いますし、そういった

ことも踏まえて、今の公共施設は光熱水費が

無料ということになっているんですけれども、

これは今後の検討課題としていく必要がある

かなと思うんですけども、ただ、こども食堂

だけで見ますと、月１回とか２回ということ

に対してどれだけの補助ができるのかなとい

う問題もありますので、今後のこども食堂の

展開にあわせた検討はしていく必要はあるで

あろうというふうに思っております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）よろしくお願いします。 

 仮に月１回としても、仮に空き家を地域の

方が借りたとしても、水道代は月１回でもか

かってくるし、それが１年たったら結構な金

額になってくる。それが負担になって、やっ

ぱりやめとくわというのも、またこれは違う

話だと思うので、やっぱりそのあたりも含め

て、今はまだ材料は少ない中ですけれども、

いろんな条件が想定されるので、きっちりと

した調整、検討を進めていっていただけたら、

よりよい橋本市にさらになると思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 一つ目を終わります。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、通

学路に対する答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（曽和信介君）登壇〕 

○教育部長（曽和信介君）通学路についての

ご質問にお答えします。 

 通学路の安全点検は、通学路交通安全プロ

グラムを見直すために実施しています。 

 通学路交通安全プログラムは、平成24年に

全国で登下校中の児童生徒の事故が相次いだ

ため、全国的に通学路の合同点検が行われ、

その点検結果をもとに安全対策の必要箇所を

示したものです。本市では平成26年度に策定

を行いました。 

 この安全プログラムは、警察、国土交通省、

和歌山県、小・中学校、市建設部及び市教育

委員会で構成する橋本市通学路安全推進会議

において検討の上、策定しており、プログラ

ムの変更等の際にも随時開催する必要があり

ます。 

 一点目の、安全点検による危険箇所の認識

数と改善の完了数ですが、平成26年に第１回

の合同点検を行い、この合同点検等に基づき

作成した橋本市通学路交通安全プログラムで

の危険箇所は49箇所でした。その後、平成27

年度に２箇所、平成28年度に８箇所、本年度

に10箇所を危険箇所として追加いたしました。 

 現在、交通安全プログラムに合計69箇所の

危険箇所を掲載しており、そのうちソフト対

応も含めて対策済みまたは対策中の箇所は54

箇所、今後対策予定箇所は12箇所となってい

ます。 

 次に、二点目の、手つかずの数とその対策

ですが、先ほどお答えしたとおり、危険箇所

69箇所のうち対策済み及び対策予定箇所は66

箇所ですので、３箇所が現在、対策未定箇所

となっています。その３箇所は、あやの台小

学校区で１箇所、清水小学校区で１箇所、応

其小学校区で１箇所となっています。 

 あやの台小学校区は、二丁目の住宅内市道

ですが、通り抜け等をする車にスピード制限

を設けたほうがよいと思われる区域で、これ

については警察の対応となるため、引き続き

強く要望してまいります。 

 清水小学校区は、向副の国道370号と国道

371号とが交差する箇所の横断歩道部分です



－37－ 

が、警察と調整済みであり、警察からは状況

を見て対応するとの回答を得ているところで

す。 

 応其小学校区は、道路脇の溝が深いため、

水かさが増えた場合に危険という箇所ですが、

用水路となっているため、水利組合や地元と

の調整が必要ですので、引き続き対応してま

いります。 

 次に、三点目の、危険具合の認識ですが、

市道田原名古曽１号線は、統合により現高野

口中学校が建設された際、この道路が中学校

への通学路となったことにより、教育委員会

において街灯を設置しました。街灯の設置に

ついては、議員おただしのとおり、歩道と反

対側にある電柱に添架をしています。 

 その後、平成20年度にＬＥＤ照明に更新い

たしましたが、ＬＥＤになったことにより、

光の広がりがなくなり、歩道側が暗くなった

等の指摘があったこともあり、一部の照明を

蛍光灯に戻す等の対応を行いました。 

 教育委員会としては、夜間等についてはま

だまだ照度が不足しているものと認識してお

ります。学校等を通じて安全な通学について

注意喚起を引き続き行います。 

 道路管理者としては、シルバー人材センタ

ーへの委託による草刈りや雑木の剪定、職員

による道路パトロール、住民の方からの通報

による随時対応を行っているところです。 

 また、中学生の清掃ボランティアによる落

ち葉の清掃実施をしていただいていることな

どもあり、安全の維持に努めているところで

す。 

 しかしながら、交通量が少ないことに加え、

街灯については現状況では不十分だと認識し

ています。街灯の設置方法等を含め、関係機

関と引き続き協議を行い、改善できるよう努

力していきたいと考えています。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

〔建設部長（奈良雅木君）登壇〕 

○建設部長（奈良雅木君）次に、四点目の向

島伏原線のイチョウ並木の落ち葉についてで

すが、議員おただしのとおり、落ち葉による

歩行者や二輪車の転倒事故が発生する可能性

が予見されるところであり、道路管理者とし

ても危険性を認識しています。 

 街路樹には道路周辺の町並みの良好な景観

の形成、日差しを遮って木陰を作るなどの役

割がある反面、毎年秋頃には落ち葉が道路や

歩道に堆積するだけでなく、周辺民家の庭や

といに侵入するといった苦情があり、街路樹

の必要性を再確認する必要性があります。 

 このイチョウの木について、地元区から伐

採要望が提出されている一方、一部住民から

は残してほしいとの意見も出ているため、今

後は街路樹に起因する問題や街路樹を取り巻

く周辺環境の変化などを考慮し、地域全体の

意見を取り入れながら対応してまいります。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君、再質問

ありますか。 

 11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。 

 先に四つ目の部分をやらせてもらいます。 

 危険はやっぱり危険やということで、たし

かイチョウの葉っぱって皆さん知っていると

思うんですけども、結構分厚いと。そこへ、

ある一定期間、２週間ぐらいの間かな、歩道

にすごいたまって、自転車のタイヤをとられ

るという話もよく聞きます。 

 先ほど部長から答弁いただいたとおり、反

面、景観的にはすごいきれいやというところ

もあれば、そのすぐ近くの方からは、といが

詰まってしゃあないという話も来ています。 

 恐らく今、今年度からやったのか、地元で

清掃をしてもらうのに袋を配ったりというの

はあったんですけれども、橋本市のこういう
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街路樹等を見てみた場合、いろんな理由はあ

るにせよ、一部地域では市が掃除していると

ころもあるかと認識しています。ルールの違

いはいっぱいあるので、それがどうこうとは

言えないんですけれども。 

 これは一つの提案で、難しいというのはわ

かっておるんですけれども、例えばそういう、

まず、すぐに解決できないのであれば、その

街路樹等があって、その地域の住民から苦情

が出ていたりとか、あるいは、特に自転車の

通行に危険等がある場合、地元区に清掃委託

という形で、微々たる金額かもしれないんで

すけれども、やってはどうかなというのは提

案なんです。 

 というのは、仮に掃除を市でやる、もしく

はシルバーさんを雇うというよりも、恐らく

安くおさまると思うんです。予算との兼ね合

いもあるし、どの地域の選別というのは難し

いのはわかっておるんですけれども、そのあ

たりの検討というのはいかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）議員のおただしの

意図は十分理解できるわけなんですけども、

今おただしいただいている場所につきまして

は、議員がおっしゃられたとおり、地元の住

民の方にボランティアで清掃していただき、

そして、市としてはごみ袋を支給し、回収し

ているというふうな形で処理しているところ

でございます。 

 こういった場所が本当に市内一円たくさん

ございまして、できたらこのままの状況で、

市民のボランティアの皆さま方にお願いした

い思いが強いですけども、今後は市と地元住

民との協力体制というのをもっと充実させて

いくようなことも考えていきたいと考えます。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）最初の答弁で、やっぱ

り危険としては認識しているということで、

もし自転車が滑って、歩道から車道へ飛び出

して事故でももし起こったら、今度は市がし

んどい立場になると思いますので、普段から

の剪定等も含めてやっていっていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、通学路に戻ります。 

 この安全点検の手法なんですけれども、ど

んな手法で安全点検をやっているのか、合同

点検をどんな手法でやっているのかなという

ところなんです。というのは、こうやって期

間、時間がたっていくうちに、結果として機

械的な点検になっていないかというのをすご

い危惧します。 

 正直難しいと思うんですけども、通学路と

いうのは、子どもたちが通る時間というのが

もう朝の１時間ぐらいに集中してしまうので、

昼間行ってもその場所が危険かどうかってわ

かりにくいところもあるんですけれども、例

えば、通学時間に現地に行ったりとかという

ような合同点検を行っているのか、そこにつ

いてお伺いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）合同点検につきま

しては、各学校によりまして、地元を回って

いただいたりということで上がってくるもの

で、それを推進会議のほうで検討するという

ことで、現場のほうには行っております。 

 ただ、議員おっしゃるように、通学時間帯

に行っているかということにつきましては、

行けていないというのが現状でございます。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）というのは、やっぱり

一番大事なところはそこなんですよね。どう

しても、市が時間的に難しいのはわかってお

るんです。わかっておるんやけども、一番子

どもらが通る時間に行かんと、ほんまの危険

度というのはわからんのと違うんかなという
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ふうに感じています。 

 この合同点検が始まるまでは、橋本市の市

民会議を通じて、各中学校区の健全育成会で、

毎年９月やったかと記憶しておるんですけれ

ども、通学路安全点検というのをやっていま

した。最初、安全プログラムをつくるときに

は、実は教育委員会で事務局両方を持ってい

るにもかかわらず、健全育成会と一緒に安全

点検って行っていないんですよね。 

 私自身、過去の質問等でも、一緒にやった

ほうがええん違うかという話もさせてもらい

ましたし、市民会議、健全育成会が通学路安

全点検ってやっとったの知っていますかと聞

いたら、知らないというような答弁やったん

です。 

 そのときから、一緒にやったほうがええん

ちゃうかというのはずっと提案させてもらっ

ているんですけれども、これからどうしてい

くか。もしかしたら、もう市民会議はもうえ

えわと言うかもしれないんですけれども、少

なくともＰＴＡの方には入ってもらわないと、

今どうしても、学校は保護者向けにアンケー

トはとっているんですけれども、それ以外の

方というのは直接通学路にかかわる人でもな

い中で、せめて一緒にやっていくような形を

とっていかんとあかんと思うんです。 

 過去からも入れるように検討しますという

ような答弁をもらっていたにもかかわらず、

もう５年、６年ぐらい入ってきていない。こ

の質問は３回目で、最初にやったのが平成24

年ぐらいやったんですけれども、そこからも

まだ入れてないという、何か理由があるんで

すか。いかがですか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）交通安全の推進会

議の内容かと思いますが、そこら辺につきま

しては、平成26年に最初、プログラム作成時

に、推進会議としてのメンバーにつきまして

は、先ほど申し上げましたとおり、教育関係

としては教育委員会、それから小・中学校の

各代表、道路管理者としては建設部と伊都振

興局、それから国土交通省、交通安全管理者

として橋本警察署とかつらぎ警察署が入って

いただいたという経過でございます。 

 健全育成会等の活動の中では各中学校・小

学校区の安全の情報をそのときにいただいて

おるということでございまして、推進会議の

中には入っていただいていないという経過は

ございます。ただ、その中にどうして入って

いないのかということにつきましては、ちょ

っと詳細は不明でございますが、入っていた

だくことについてはやぶさかではございませ

んので、また今後検討をさせていただいたら

と思います。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）言葉は悪いですけども、

ほんま、いろんな事情があったにせよ、市民

会議がやっておったやつを半ば取り上げるよ

うな形で、しゃあない、理由はわかっておる

んですよ、理由はわかっておるんですけれど

も、安全推進会議ができてというのもありま

すので、やっぱりそこへ携わっている方、そ

の地域の方が一緒にやってもらわんと、ほん

まにどこが危険なのか、この時間帯はここが

危険なんやとか、時間帯でも絶対変わってき

ますので、そのあたりは改めて、メンバーと

いうか会員の選び方を考えていただきたいと

思います。 

 次なんですけれども、先ほどから個別の案

件になりますけれども、田原名古曽１号線の

ところなんですけれども。 

 写真をセットするので。多分、見てもらっ

たほうがわかりやすいと思うので。お願いし

ます。 

 ここが田原名古曽１号線という道で、わか
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りますか、木が歩道の上へせり出しているの。

朝、子どもらが通学。よく、こういうところ

で木が降ってきそうやとか何か落ちてきそう

で怖いというような話をされるところです。

草も溝から、これ最近なんですけども生えて

います。 

 夜はこんな感じ。夜といっても、これはク

ラブ活動が終わって、今でこそまだほんのり

明るいですけども、今やったらもう７時回っ

たらこんな感じになります。もう見えにくい

でしょう。 

 これは今朝なんですけども、偶然にもこれ、

やらせとかと違うんです、歩道にほんまに木

の枝、結構でかい枝が落ちとったんです。も

う処分はしたんですけれども。 

 要は、何を言いたいかというのは、こうい

うのをもう前々から指摘しているんですけれ

ども、一向に進んでいない。特にこの地域、

この道については、たしか安全プログラム上、

危険箇所に認識されていなかったと思うんで

すけれども、教育委員会として、不審者も過

去によく出るということから、やっぱり危険

箇所やと思うんですけれども、この辺はいか

がですか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）この箇所につきま

しては、非常に暗いというような、今ご指摘

があったように、私どもも夜６時半ぐらいに

現場のほうに行かせていただきまして、現地

を確認させていただきましたけども、非常に

暗いということもございます。 

 そういうこともありまして、照度といいま

すが、街灯につきましては少し明るくならな

いかというような方法も考えていきたいと思

っています。 

 また、不審者情報につきましても、議員お

ただしのとおり、年に数件、教育委員会のほ

うにも届いておりますので承知をしておりま

す。その場合の対策としましては、かつらぎ

警察署のパトロールの強化ですとか、青少年

センターでのパトロールの強化等を行ってお

りますので、今後もそういうふうに対応をし

てまいりたいと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長、危険箇所と

して認識されているんですね。どっちなんで

すか。教育委員会として危険箇所として認識

していないという質問なので。対応はわかり

ますけども、危険箇所として認識しているの

かどうか、答弁願います。 

 教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）危険な場所の一つ

であるということは認識しております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）ということは、これか

らこの道を具体的にどのようにやっていくの

がええんかなと。確かに、通学路灯をどんど

ん建てていったら明るくはなります。かとい

って、さっき見せた道、反対側は墓なんです。

道があって歩道があって、こっちは山。もう

正直、通学路としてどうなのかなというのも

ある反面、高野口中学校へ通っている生徒の

半数以上がそこを通っているんです。 

 というのは、通学路というのは変えられな

いんですよね。学校を移転したら別ですけど

も。ですから、今後ほんま、お金はかかるの

はわかっているんですけれども、具体的にど

のようなことをやっていくのか。最初の答弁

でも、時間はかかるけど、照度を上げるなり

という話もあったんですけれども。 

 また、今は通学路の話をやっていますけれ

ども、市道でもありますし、避難所へ行く道

でもあります。そのあたりも含めて、これか

らどのような対応をしていくのが一番、教育

委員会としてどのように考えられているのか、

そこをお伺いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 
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○教育部長（曽和信介君）議員おただしのと

おり、歩道そのものをつけ替えるというのは

物理的に不可能かと考えております。 

 その中で、先ほども答弁させていただきま

したように、雑木の剪定でありますとか草刈

り等については、これまでと同様、もしくは

さらに強化をして、その辺を条件を整えてい

きたいと思っております。 

 暗さにつきましても、平成20年にＬＥＤを

設置しておりますので、それから現在ですと、

かなりＬＥＤそのものの性能も向上している

と思いますので、順次取り替えができるよう

な形で対応をしてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）それも一つですし、や

っぱり根本的には変えられへんというのもあ

るのもわかっておるんですけども、とはいえ、

先ほども言うたとおり、学校の生徒の半数以

上がそこを通って通っているからこそ、何と

かせなならん。 

 でも、年に１回か２回は必ずといっていい

ほど不審者が出ていますので、ＰＴＡでもパ

トロールはやっていますし、先生方も定期的

に回ってくれてはおるんですけれども、いつ

出るかわからん中で、これってもう解決にな

らへんし、でも、教育委員会もやっぱり危険

な箇所の一つやというふうに認識しておるの

であれば、もうちょっと何か解決方法を。 

 お金のこともあるから、実際厳しいのもわ

かっておるんですけれども、何か事が起こっ

てからでは遅いので、もっと積極的に、それ

こそさっきのプログラムをつくる、プログラ

ムは道路の形状とかなので、不審者があるか

らといって危険箇所にはなかなか認定しづら

いというのもありますけれども、それも含め

て、警察ともきっちりと話をしていっていた

だきたいと思います。 

 もう一点が、これも前々から、もうこれも

よくある話なんですけれども、教育委員会と

してこの通学路は危険、何とか早急にしたい、

でも、先ほど申し上げたとおり、通学路の場

合は朝の約１時間ぐらいしか子どもたちが通

らないというのもあって、市全体からしたら、

仮に通学路としては危険やったとしても、市

全体から見たら、もしかしたら優先順位が下

がるかもしれない。昼間もっと多い人が通る

ところもある。もう市道ですから、これはし

ょうがない。 

 ここは理解しているんですけども、そうな

った場合に、すぐに対応しようとしても、こ

れ優先順位を今どっちが、教育委員会が決め

て道路部局に上げているのか、道路部局のほ

うでやっているのか、ちょっとわからないん

ですけれども、そこの、ここを先にやってほ

しい、でも、もう予算的に厳しいとか先にも

っとせんなんところがあるという話が絶対あ

ると思うんですけども、そうなった場合に、

応急措置をする費用というのを、教育委員会

で予算化できやんのかなと。 

 過去には、通学路費用ということで予算化

していた頃もあったというふうに聞いており

ます。そういったことというのはできやんの

かな。教育委員会が主導で動けるようなとこ

ろも将来必要になってくるかもしれない。 

 もちろん、限られた予算です。恐らく、こ

っちを立てたら向こうを減らすよという話も

出てくるかもしれないんですけれども、かと

いって放置するわけにもいかないという部分

で、教育委員会としての予算化というのは、

これから考えていけないのかどうか。よろし

くお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）今の実情を説明さ

せていただきます。 
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 まず、私ども道路管理者としたら、市内一

円の市道をきっちりと優先順位をつけて、適

正に計画的に維持、修繕、管理させていただ

いています。そんな中で、通学路であるとい

うことは、もちろん優先順位を上げる一つの

要素ではございます。 

 そんな中で、国のほうが通学路対策という

ことで重点配分対象事業という位置づけで、

通学路に関しましては採択率が高いし、おま

けに補助率、要するに、防災・安全、社会資

本整備の交付金になるんですけど、５％のか

さ上げもしていただいています。 

 そういったこともあって、先ほどからおっ

しゃられている、できるだけ通学路交通安全

プログラムに組み込んだ形で、その中でも優

先順位をつけ、教育委員会ともきちっと連携

しながら業務を進めております。 

 今後も、やはりもっと教育委員会とは連携

を深め、もう日本の宝である子どもたちを健

やかにはぐくむ安全な環境をつくるために努

めたいというふうに考えていますので、ご理

解をよろしくお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）予算化の部分は。 

 財政課長。 

○財政課長（井上稔章君）まず、予算編成に

ついてでございますが、基本的には道路の建

設改良につきましては土木費で予算化させて

もらっております。現状、別枠で通学路に関

する修繕料だけを教育費にというような形で

は考えてございませんでして、先ほど建設部

長が申しましたとおり、できるだけ通学路に

ついては優先順位を上げていただき、補助金

がとれるところについてはとっていく、この

ような形で進めたいと思っております。あく

までも、土木費の中での予算というふうにお

考えいただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。難しいとは思っていましたけども、や

っぱり優先順位が一番大事です。 

 今回、個別の案件に絞りましたけども、恐

らく橋本市全体を見渡したら、同じようなと

ころ、通学路という名前、今言わせてもらい

ますけれども、通学路としては同じような、

市はもしかしたらまだ認識できていないかも

しれないけれども、地域からしたら、学校か

らしたら、子どもたちからしたら、ここは危

険やとかはまだまだあると思うので、最初に

申しましたとおり、安全点検を実施する際は、

まずＰＴＡなり健全育成会なり、もっともっ

と保護者の意見も取り入れられる、子どもた

ちの意見も取り入れられる体制をつくってほ

しい。 

 今のように、学校からアンケートといって、

どこが危険ですかというんじゃなくて、実際

に現地を一緒に歩くぐらいせな、それこそそ

れは学校単位で、もしかしたらできるかもし

れないんです、教育委員会が行かなくても。

それを学校が吸い上げて、その会議にかける

という形も可能だと思うので、やはり、橋本

市の子どもたちは、先ほど建設部長が言うて

くれましたけども、やっぱり宝なんですよ。

この橋本市を将来担う子どもたちなので、通

学路には限定したしゃべり方をしますけれど

も、そこを教育委員会として主導権を握って、

学校に丸投げするのではなくて、一緒に調べ

ようよというような形をとっていただければ

と思いますので、よろしくお願いします。 

 終わります。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君の一般質

問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時57分 休憩） 

 


